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消費税10％ストップ!
あらゆる力をつくそう

　

14
日
、「
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
で「
家
計
消
費
は
低
迷
、
深

刻
な
消
費
不
況
が
続
い
て
い
る
。実
質

賃
金
は
伸
び
ず
、
年
金
は
削
ら
れ
、
格
差

と
貧
困
が
拡
大
す
る
も
と
で
、
消
費
税

が
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
国
民
生
活
は
大

変
な
影
響
を
受
け
る
。」
と
強
調
。幅
広

い
政
党
、
団
体
・
個
人
に「
来
年
10
月
か

ら
の
増
税
中
止
」
の
一
点
で
共
闘
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

10
％
中
止

を
訴
え
る
街

頭
宣
伝
や
集

会
、「
２
０
１

９
年
10
月
か

ら
の
消
費
税

増
税
中
止
」
国

会
請
願
署
名

を
行
い
ま
す
。

　複数税率は「混乱の極み」、ポイント還元、プレミア
ム商品券は「訳がわからない。」まさに「天下の愚策」。
　「10％増税は日本経済を破壊する（藤井聡内閣参
与）」唯一の景気対策は、増税を中止することです。

安倍首相臨時国会で断念改憲案提示

反
対
世
論
と
野
党
の
結
束
の
前
に

　

臨
時
国
会
で
、
安
倍
晋
三
首
相
が「
今

年
中
に
」
と
執
念
を
も
っ
て
狙
っ
て
き

た
「
自
民
党
改
憲
案
の
国
会
提
示
」
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。安
倍
改
憲
反
対
の

広
範
な
世
論
と
野
党
の
結
束
し
た
反
対

の
前
に
強
権
路
線
は
破
た
ん
。安
倍
政

権
へ
の
大
き
な
打
撃
で
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
所
信
表
明
演
説
で
各

党
に
改
憲
案
の
提
示
を
号
令
、
内
閣
改

造
・
党
役
員
人
事
で
異
常
な
「
改
憲
シ

フ
ト
」を
敷
き
、
強
行
突
破
を
は
か
っ
て

き
ま
し
た
。し
か
し
、
そ
の
強
硬
姿
勢
が

国
民
の
反
発
を
招
き
、
野
党
の
結
束
を

強
め
、
最
後
は
憲
法
審
査
会
を
開
会
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
改
憲

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
も
大
き
く
狂
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

安
倍
強
権
路
線
に
痛
打

　

も
と
も
と
憲
法
破
壊
の
政
治
を
つ
づ

け
、
三
権
分
立
も
守
ら
な
い
首
相
に
憲

法
を
語
る
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。最
近

の
世
論
調
査
で
も
反
対
が
多
数
で
す
。

憲
法
に
自
衛
隊
を
書
き
込
み
、「
戦
争
へ

の
道
」
を
進
む
安
倍
改
憲
の
危
険
は
明

白
で
す
。さ
ら
に
改
憲
を
断
念
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

大企業優遇税制をやめ、増税するなら富裕層に応分の負担を。トランプ大
統領いいなり1兆円で戦闘機100機新たに購入こそ見直すべきです。
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臨時
国会まともな審議なしの悪法強行まともな審議なしの悪法強行
安
倍
権政

に
退
場
の
審
判
を

安
倍
権政

に
退
場
の
審
判
を

　外国人労働者の使い捨てをひどくする改定出入国管理法。浜を企業の食い物にする改悪漁業法。民営化で安心・
安全な水道事業を危険にさらす改悪水道法。日本農業を破壊する日欧EPA（経済連携協定）承認案、悪法をまとも
な審議もなく採決を強行する安倍政権。来る地方選･参院選で厳しい審判を下し、一刻も早く退陣させましょう。

　

入
管
法
改
定
案
で
、「
議
論
し
た
ら
き

り
が
な
い
。い
く
ら
で
も
問
題
が
出
て
く

る（
自
民
党･
平
沢
勝
栄
議
員
）」と
、
外
国

人
研
修
生･
技
能
実
習
生
が
８
年
間
で
１

７
４
人
死
亡
と
い
う
過
酷
な
労
働
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
て
も
、
財
界
の
要
望
に

こ
た
え
て
、審
議
打
ち
切
り
、採
決
強
行
。

　

入
管
法
問
題
で
は
「
野
党
合
同
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
」

で
聞
き
と
っ
た
技
能
実
習
生
の
実
態
が
衝
撃
を

与
え
、世
論
を
変
え
る

力
に
な
り
ま
し
た
。

「
失
踪
」
実
習
生
の
聴

取
票
を
野
党
議
員
が

書
き
写
し
、７
割
近
く

が
最
低
賃
金
以
下
で

働
い
て
い
た
事
実
も

明
ら
か
に
し「
法
案
の

土
台
を
崩
壊
に
追
い

込
ん
だ
」の
で
す
。

　

12
月
14
日
、
安
倍
政
権
は
、
県
知
事
選
で
示
さ
れ
た「
辺
野

古
新
基
地
ス
ト
ッ
プ
」
の
圧
倒
的
民
意
を
踏
み
に
じ
り
、
名

護
市
辺
野
古
沿
岸
部
の
土
砂
投
入
を
強
行
し
ま
し
た
。無
法

に
無
法
を
重
ね
、
日
本
の
法
律
よ
り
、
米
国
へ
の
忠
誠
を
上

に
置
く
。こ
ん
な
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
政
治
、
絶
対
に
許
せ

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
に
展
望
は

あ
り
ま
せ
ん
。埋
め
立
て
予
定
の

海
に
は
、
超
軟
弱
地
盤
が
存
在
し
、

そ
の
設
計
変
更
に
は
知
事
の
許
可

が
必
要
で
す
。「
辺
野
古
新
基
地
建

設
は
見
通
せ
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す（
デ
二―

知
事
）」

　
『
あ
き
ら
め
な
い
』
沖
縄
県
民
の

怒
り
は
ま
す
ま
す
燃
え
上
が
り
、

た
た
か
い
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
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強
行
採
決
に
抗
議
を
す
る
人

た
ち=

12
月
7
日
、
国
会
正
門

前（「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」提
供
）

強
行
採
決
に
抗
議
を
す
る
人

た
ち=

12
月
7
日
、
国
会
正
門

前（「
し
ん
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ん
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旗
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）

資
料
出
さ
ず
、審
議
な
し
強
行

８
年
間
で
１
７
４
人
死
亡
で
も ―

―

「
民
意
を
無
視
」辺
野
古
土
砂
投
入
を
強
行

県
民
の
怒
り
さ
ら
に　

あ
き
ら
め
な
い
声
広
が
る


